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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

ダイズの放射性セシウム吸収抑制対策としてカリウム等の資材施用が有効であるが、カリウム等が早期に作土層から

溶脱し、子実の放射性セシウム濃度が十分に低減しない事例がある。こうしたカリウムが溶脱しやすい土壌では、５葉期

のカリ施用、または播種前カリ施用＋ゼオライト連用（100kg/a）が有効である。

(1) 前年度の試験でカリウムの早期溶脱が確認された現地の普通畑（褐色森林土、砂壌土）で実施した。

(2) 土壌の交換性カリ含量は、全ての処理法で施用時の目安とした50mg/100gを大きく下回った。「播種前カリ施用＋ゼ

オライト連用」では、生育期間を通じて他を上回り、「５葉期カリ施用」では、最大繁茂期までゼオライト連用以外の処理

をやや上回って推移した（図１）。

(3) 「５葉期カリ施用」、「播種前カリ施用＋ゼオライト連用」の２処理において、開花期の茎葉および子実の放射性セシウ

ム濃度が、ともに無施用区より有意に低くなり、放射性セシウム吸収抑制対策として有効である（図２）

２ 期待される効果

(1) カリウムが溶脱しやすいほ場における放射性セシウム吸収抑制対策の参考となる。

３ 活用上の留意点

(1) 試験ほ場ではカリ以外の養分も溶脱したため、５葉期にほ場全体に窒素追肥を行い、培土を実施した。５葉期カリ施

用はこの時に併せて実施した。

(2) 本成果は単年度の結果であり、引き続きデータの蓄積が必要である。



Ⅱ 具体的データ等

図１ 各施用法とダイズ生育期における土壌の交換性カリ含量の推移

注） 土壌の交換性カリが50mg/100gとなるよう塩化カリを施用し、基肥は慣行施用した

図２ 各施用法における茎葉（開花期）と子実の放射性セシウム(134+137)濃度
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